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新
潟
県
教
育
界
に
お
け
る
「
学
閥
」
問
題
（
第
三
回
）

に
い
が
た
県
民
教
育
研
究
所
「
学
閥
」
研
究
会

J 

第
一
章

「
学
閥
」
の
現
状
と
利
権
支
配
の
実
態
〈
そ
の
ニ
）

市
町
村
教
育
長
も
派
閥
校
長
の
「
天
下
り
」
ポ
ス
ト
に

前
回
は
校
長
、
教
頭
な
ど
の
管
理
職
ポ
ス
ト
を
は
じ
め
、
公
正
な

人
事
を
司
さ
ど
る
べ
き
管
理
主
事
の
ポ
ス
ト
ま
で
が
、
す
べ
て
各
派

閥
の
指
定
席
に
な
っ
て
い
る
乙
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
派
閥

の
教
育
界
支
配
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
有
力
校
長
」
は
退
職
後

も
市
町
村
の
教
育
長
や
教
育
委
員
な
ど
と
な
っ
て
、
教
育
行
政
に
派

閥
の
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
「
と
き
わ
会
」
所
属
の
市
町
村
教
育
長
は
一
九
八
六
年

度
に
つ
い
て
み
る
と
「
と
き
わ
会
」
元
会
長
が
村
上
市
教
育
長
に
お

さ
ま
っ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
新
発
田
市
、
三
条
市
、
加
茂
市
、
見

附
市
、
豊
栄
市
、
白
根
市
の
七
市
の
教
育
長
、
お
よ
び
岩
船
郡
荒
川

町
、
神
林
村
、
北
蒲
原
郡
水
原
町
、
豊
浦
町
、
紫
雲
寺
町
、
加
治
川

村
、
西
蒲
原
郡
巻
町
、
味
方
村
、
中
之
口
村
、
岩
室
村
、
吉
田
町
、

分
水
町
、
中
滞
原
郡
村
松
町
、
横
越
村
、
南
浦
原
郡
栄
町
、
中
之
島

町
、
三
島
郡
越
路
町
そ
れ
に
佐
渡
郡
相
川
町
お
よ
び
金
井
町
の
計
七

市
一
三
町
六
村
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
と
く
に
西
蒲
原
郡
で
は
一
一
町

村
の
う
ち
過
半
数
の
六
町
村
で
「
と
き
わ
会
」
が
教
育
長
を
占
め
て

い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
今
春
、
西
蒲
原
郡
で
は
吉
田
町
、
西
川
町

お
よ
び
黒
埼
町
の
教
育
長
か
交
代
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
「
と
き
わ
会
」

が
教
育
長
を
占
め
て
い
た
吉
田
町
で
は
、
や
は
り
「
と
き
わ
会
」
所

属
の
吉
田
中
学
校
長
が
退
験
し
て
教
育
長
と
な
り
、
新
旧
と
も
無
派

閥
の
他
の
二
町
と
は
自
治
体
の
教
育
行
政
の
姿
勢
に
相
違
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。
乙
の
ほ
か
昨
年
度
ま
で
は
三
島
郡
与
板
町
（
元
と
き
わ

会
副
会
長
）
、
和
島
村
お
よ
び
中
魚
沼
郡
津
南
町
、
中
里
村
の
教
育

長
も
「
と
き
わ
会
」
で
あ
り
、
見
附
市
で
は
元
と
き
わ
会
副
会
長
が

そ
の
職
に
あ
っ
た
。

「
公
孫
会
」
は
上
越
市
教
育
長
、
新
井
市
教
育
長
お
よ
び
燕
市
教

育
長
な
ど
に
、
元
公
孫
会
長
、
副
会
長
な
ど
「
大
幹
部
」
を
配
置
し
、

地
方
自
治
体
の
教
育
行
政
と
い
う
点
か
ら
も
公
孫
会
支
配
を
貫
い
て



い
る
。
上
越
市
教
育
長
は
昨
年
交
代
し
た
が
、
前
教
育
長
も
新
教
育

長
も
と
も
に
元
公
孫
会
長
で
あ
り
、
公
孫
会
長
が
退
陣
峨
後
は
上
越
市

教
育
長
に
天
下
り
す
る
と
い
う
ル
l
卜
が
確
立
し
つ
つ
あ
る
。
乙
の

ほ
か
中
頚
城
郡
柿
崎
町
お
よ
び
佐
渡
郡
佐
和
田
町
教
育
長
は
新
陽
会
、

岩
船
郡
朝
日
村
教
育
長
は
青
菖
会
で
あ
る
。

「
と
き
わ
会
」
の
内
輪
も
め
で
新
発
田
市
教
育
委
員
に
欠
員
が

新潟県教育界における「学閥J問題（第3回）

地
方
自
治
体
で
あ
る
市
の
教
育
委
員
会
は
五
名
の
委
員
で
構
成
さ

れ
、
そ
の
う
ち
か
ら
教
育
長
が
任
命
さ
れ
る
乙
と
に
な
っ
て
い
る

（
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
三
条
、
第
十
六
条
）
。

し
か
し
新
発
田
市
で
は
一
九
八
五
年
度
に
上
記
の
法
律
に
違
反
し
て

四
名
の
委
員
し
か
選
任
で
き
ず
、
一
名
欠
員
の
ま
ま
と
い
う
、
不
正

常
な
事
態
が
発
生
し
た
。
こ
の
こ
と
の
背
景
に
は
「
と
き
わ
会
」
の

教
育
委
員
人
事
へ
の
介
入
と
「
派
閥
」
の
内
部
抗
争
が
原
因
と
な
っ

て
い
る
。

新
発
田
市
教
育
委
員
五
名
の
う
ち
、
二
名
は
「
と
き
わ
会
」
の

「
指
定
席
」
に
な
っ
て
お
り
（
乙
の
乙
と
自
身
が
不
法
な
乙
と
で
あ

る
が
）
、
乙
の
二
名
に
つ
い
て
は
新
発
田
市
の
「
と
き
わ
会
」
の
退

職
会
員
で
構
成
さ
れ
る
「
温
交
会
」
が
市
長
に
推
せ
ん
す
る
の
が

「
慣
例
」
に
な
っ
て
い
る
。
一
九
八
五
年
度
に
は
こ
の
う
ち
一
名
の

交
代
が
あ
り
、
「
温
交
会
」
の
会
長
（
代
理
）
（
元
新
発
田
市
議
会

議
長
）
は
元
新
発
田
一
中
校
長
で
あ
る
K
o
氏
を
推
せ
ん
し
た
。
乙
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れ
に
対
し
て
「
温
交
会
」
の
他
の
メ
ン
バ
ー
（
代
表
理
事
）
に
よ
る

K
o
氏
追
い
落
し
、

K
a
氏
（
元
御
免
町
小
学
校
長
）
浮
上
の
策
略

が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
結
局
そ
の
年
度
は
教
育
委
員
が
選
任
で
き
な
か
っ

た
。
会
長
（
代
理
）
に
よ
る
と
K
o
氏
は
当
時
現
職
の
W
新
発
田
一

中
校
長
や
Y
御
免
町
小
学
校
長
に
T
料
亭
に
呼
び
出
さ
れ
、
断
念
す

る
よ
う
に
圧
力
を
か
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
背
後
に
は
A
県
義
務
教
育

課
長
や
S
元
と
き
わ
会
会
長
が
関
与
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
一
年
間

欠
員
の
あ
と
、
一
九
八
六
年
春
に
は

K
o
氏、

K
a
氏
と
も
選
任
さ

れ
ず
、

K
o
氏
に
断
念
工
作
を
し
た
W
新
発
田
一
中
校
長
が
教
育
委

員
と
な
り
、
そ
の
後
任
の
新
発
田
一
中
校
長
に
は
A
県
義
務
教
育
課

長
が
一
年
で
課
長
を
や
め
て
転
任
し
て
き
た
。

乙
の
と
き
わ
会
の
「
学
閥
人
事
」
と
公
教
育
の
冒
潰
お
よ
び
市
長

の
責
任
は
一
九
八
五
年
十
二
月
の
新
発
田
市
定
例
市
議
会
で
も
渋
谷

寿
男
議
員
に
よ
っ
て
追
及
が
な
さ
れ
た
。

教
育
委
員
会
の
制
度
は
戦
前
の
中
央
集
権
的
、
官
僚
主
義
的
教
育

行
政
の
反
省
の
う
え
に
た
ち
、
地
域
の
実
情
や
住
民
の
教
育
要
求
を

反
映
し
た
、
民
主
的
で
活
力
の
あ
る
教
育
行
政
を
行
な
う
乙
と
を
意

図
し
て
、
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
現
今
の
新
潟
県
教
育

界
に
お
い
て
は
、
派
閥
有
力
校
長
の
退
職
後
の
再
就
職
ポ
ス
ト
に
な
っ

て
い
る
と
同
時
に
、
住
民
本
位
の
教
育
行
政
の
た
め
の
機
関
で
は
な

く
、
派
閥
の
利
権
支
配
の
容
認
と
学
校
・
教
員
管
理
の
た
め
の
機
関

に
か
な
り
の
市
町
村
で
変
質
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
教
育
委
員
会
は
不

当
な
支
配
に
屈
す
る
乙
と
な
く
（
教
育
基
本
法
第
一

O
条
）
、
公
正
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で
地
域
に
根
ざ
し
た
、
教
育
行
政
を
行
な
う
責
任
が
あ
り
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
は
教
育
委
員
の
公
選
制
の
復
活
や
住
民
の
意
見
反
映
な

ど
、
教
育
委
員
会
の
刷
新
へ
の
努
力
が
今
乙
そ
必
要
で
あ
る
。

利
権
は
踊
る

ー
ー
は
じ
め
た
ら
や
め
ら
れ
な
い

派
閥
の
利
権
支
配
ー
ー

校
長
・
教
頭
の
管
理
職
ポ
ス
ト
を
独
占
・
指
定
席
化
し
、
管
理
主

事
や
指
導
主
事
な
ど
の
ポ
ス
ト
も
独
占
・
指
定
席
化
し
、
人
事
異
動

に
は
陰
に
陽
に
そ
の
影
響
力
を
行
使
し
、
退
職
後
は
教
育
長
や
各
種

団
体
の
役
員
な
ど
の
ポ
ス
ト
が
準
備
さ
れ
て
い
る
ー
ー
ま
さ
に
利
権

は
踊
る
、
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
う
ち
に
公
教
育
に
た
ず
さ
わ
る
も

の
と
し
て
の
正
常
な
感
覚
と
良
心
は
マ
ヒ
し
て
し
ま
い
、
派
闘
の
論

理
と
感
覚
で
し
か
も
の
を
見
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
子
ど
も
の
教

育
は
自
分
の
出
世
の
た
め
の
「
業
績
」
づ
く
り
の
道
具
に
見
え
出
し
、

派
閥
の
や
っ
て
い
る
と
と
が
、
あ
た
か
も
先
験
的
に
存
在
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
く
る
。

利
権
は
踊
る
ー
ー
そ
の
実
態
を
も
う
一
ま
わ
り
、
具
体
的
に
み
て

み
よ
う
。

国
立
大
附
属
学
校
教
員
も
派
閥
の
指
定
席

現
在
、
新
潟
県
内
に
は
国
立
大
学
附
属
学
校
と
し
て
新
潟
大
学
教

重
子
部
「
附
属
」
の
新
潟
中
学
校
、
新
潟
小
学
校
、
新
潟
養
護
学
校
、

長
問
中
学
校
、
長
岡
小
学
校
、
附
属
幼
稚
園
（
長
岡
）
、
そ
し
て
上

越
教
育
大
学
「
附
属
」
の
教
育
大
附
属
小
学
校
お
よ
び
附
属
中
学
校

が
あ
る
。
乙
れ
ら
の
国
立
大
学
附
属
学
校
は
そ
の
教
員
人
事
一
つ
を

と
り
上
げ
て
み
て
も
大
学
「
附
属
」
と
は
い
い
が
た
く
、
派
閥
の

「
附
属
」
学
校
に
な
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
、
派
閥
の
人
事
支
配
は

国
立
学
校
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
ち
な
み
に
附
属
新
潟
養
護
学
校
は

一
九
七
七
年
に
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
、
当
時
の
と
き
わ
会
長
で

あ
っ
た
本
田
清
一
氏
は
「
わ
が
と
き
わ
会
に
と
り
ま
し
て
は
、
組
織

の
整
備
拡
充
の
上
か
ら
も
大
い
に
意
義
あ
る
乙
と
で
あ
り
ま
す
。
」

（
と
き
わ
会
報
第
七
九
号
）
と
そ
の
人
事
介
入
へ
の
意
図
を
露
骨
に

表
明
し
て
い
る
。

さ
て
、
各
学
校
ご
と
に
派
閥
の
教
員
人
事
支
配
の
実
態
を
く
わ
し

く
み
て
み
よ
う
（
い
ず
れ
も
校
長
は
学
部
の
教
授
が
選
出
さ
れ
て
い

る
の
で
除
外
し
て
考
え
る
J

。
ま
ず
附
属
新
潟
中
学
校
は
一
五
名

の
教
員
の
う
ち
、
一
名
の
女
性
教
員
を
の
ぞ
い
て
一
四
名
の
男
性
教

員
全
員
が
と
き
わ
会
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
二
名
の

女
性
教
員
の
枠
（
家
庭
お
よ
び
体
育
）
が
あ
っ
た
が
派
閥
支
配
の
も

と
で
一
名
（
現
在
は
英
語
）
と
な
り
、
家
庭
科
の
専
任
教
員
が
い
な

い
の
で
、
教
育
実
習
に
も
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
附
属
新
潟
小
学

校
で
は
教
員
二

O
名
の
う
ち
、
や
は
り
一
名
の
女
性
教
員
を
の
ぞ
い

て
一
九
名
の
男
性
教
員
全
員
が
と
き
わ
会
の
「
指
定
席
」
に
な
っ
て

い
る
。
小
学
校
教
育
に
ふ
さ
わ
し
い
教
員
の
男
女
比
が
派
閥
の
人
事
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支
配
の
た
め
に
崩
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
と
き
わ
会
」
の
事
務
局

は
現
在
、
附
属
新
潟
小
学
校
に
お
か
れ
て
い
る
が
、
派
閥
の
反
教
育

的
な
本
質
か
ら
み
て
、
国
立
学
校
内
に
事
務
局
が
置
か
れ
て
い
る
の

は
適
切
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
新
潟
養
護
学
校
は
教
員
二
四
名
で

う
ち
男
性
一
七
名
、
女
性
七
名
で
あ
る
。
男
性
一
七
名
の
う
ち
二

五
I
二
九
才
の
若
い
教
員
が
七
名
い
る
が
、
不
明
の
一
名
を
の
ぞ
い

て
全
員
が
と
き
わ
会
で
あ
り
、
三

O
才
以
上
も
全
員
が
と
き
わ
会
で

あ
る
。
乙
の
よ
う
に
若
手
教
員
で
あ
っ
て
も
、
早
く
か
ら
と
き
わ
会

に
恭
順
し
た
者
の
中
か
ら
採
用
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
新
潟

大
学
教
育
学
部
同
窓
会
」
の
事
務
局
は
附
属
養
護
学
校
に
置
か
れ
、

「
と
き
わ
会
」
に
忠
実
な
そ
の
教
頭
が
代
々
事
務
局
長
を
務
め
て
い

る
。
附
属
長
岡
小
学
校
は
教
員
二
ハ
名
で
あ
る
が
、
や
は
り
一
名
の

女
性
教
員
を
の
ぞ
い
て
一
五
名
の
男
性
教
員
全
員
が
と
き
わ
会
の

「
指
定
席
」
で
あ
る
。
附
属
長
問
中
学
校
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
附
属

幼
稚
園
の
副
園
長
は
一
九
八

O
（
昭
五
五
）
年
度
ま
で
は
幼
稚
園
教

諭
の
経
験
の
あ
る
無
派
閥
の
女
性
教
員
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
一

（
昭
五
六
）
年
度
か
ら
は
と
き
わ
会
の
校
長
ポ
ス
ト
を
一
つ
増
や
す

た
め
に
幼
稚
園
の
経
験
の
な
い
、
と
き
わ
会
の
校
長
格
男
性
教
員
で

占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
上
越
教
育
大
学
附
属
中
学
校
は
教
員

一
六
名
で
男
性
一
五
名
、
女
性
一
名
で
あ
る
が
女
性
も
含
め
て
二
ハ

名
全
員
が
公
孫
会
の
「
指
定
席
」
で
あ
り
、
養
護
教
諭
も
公
孫
会
で

あ
る
。
附
属
小
学
校
は
教
員
二
ハ
名
で
男
性
一
四
名
、
女
性
二
名
で

や
は
り
女
性
も
含
め
て
全
員
が
公
孫
会
の
「
指
定
席
」
に
な
っ
て
い
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る
さ
て
以
上
の
附
属
学
校
は
、
と
き
わ
会
ま
た
は
公
孫
会
に
よ
っ
て

教
員
人
事
が
ほ
ぼ
独
占
さ
れ
派
閥
の
「
指
定
席
」
に
な
っ
て
い
る
の

に
対
し
、
附
属
長
岡
中
学
校
は
各
教
科
ど
と
に
と
き
わ
会
と
公
孫
会

に
よ
っ
て
細
か
く
分
割
占
有
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
教
員
人
事
が

派
闘
の
指
定
席
に
な
っ
て
い
る
乙
と
に
は
何
ら
変
り
は
な
い
。
そ
の

実
態
を
第
1
表
に
示
す
。
教
員
の
定
数
は
二
ハ
名
（
県
貨
の
「
研
修

生
」
一
名
を
含
む
）
で
あ
る
。
第
1
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
副
校

長
は
公
孫
会
の
指
定
席
で
あ
る
。
ま
た
教
員
が
二
名
配
置
さ
れ
て
い

る
教
科
の
う
ち
、
数
学
と
理
科
は
二
名
と
も
と
き
わ
会
の
指
定
席
と

な
っ
て
お
り
、
国
語
、
社
会
、
英
語
は
と
き
わ
会
と
公
孫
会
が
一
名

ず
つ
折
半
し
て
い
る
。
音
楽
、
美
術
、
保
体
に
つ
い
て
は
公
孫
会
の

指
定
席
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
み
る
と
家
庭
科
を
の
ぞ
い
て

公
孫
会
七
名
、
と
き
わ
会
七
名
と
折
半
し
て
い
る
。

さ
て
、
国
立
大
学
の
附
属
学
校
は
学
生
の
教
育
実
習
の
場
で
あ
る

と
同
時
に
新
鮮
な
教
育
実
践
・
研
究
の
実
験
校
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
附
属
学
校
は
派
閥
の
意
向
に
ば
か
り

忠
実
で
、
も
は
や
正
義
感
を
失
っ
た
教
員
の
集
う
と
乙
ろ
で
あ
っ
て

は
な
ら
ず
、
新
鮮
な
感
覚
と
す
ぐ
れ
た
実
力
の
持
主
の
集
う
と
乙
ろ

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
立
大
学
の
附
属
校
で

あ
り
な
が
ら
、
大
学
側
が
「
派
閥
」
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
す
ぐ
れ
た

人
事
を
行
な
う
努
力
を
せ
ず
、
派
閥
の
な
す
が
ま
ま
に
ま
か
せ
て
い

る
乙
と
は
、
大
学
の
責
任
も
ま
た
関
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大



~· 第1表 附属長問中学校における教科別の派閥指定席一覧。カツコ内は該当者のイ＝シアルを示す。

19so < s 55) I附（ S56)I 1982 (S57) 側（ S58) j 1似 （ s 59) 1錦5( s 60) 1986 ( S61) 

副校長 公 孫 会 （ω 公 孫 メZ当冥、 側

国語1 と き わ 会 (0) と き わ メ＝』 側

国語2 公 孫 会 IYI 
2・

社会1 と き わ 会 (S) と き わ メ~ （同

社会2 公 孫 メ~ (M) 公 孫 会 (S) 

数学1 と き わ 会 (0) と き わ 会 同

数学2 と き わ 会 (I) と き わ メ~ (S) ときわ会（S)

理科1 と き わ 会 (G) ときわ会（S)

理科2 と き わ 会 (Y) と き わ 会 （司 ときわ会仏）

音楽 公 孫 会 側 公孫会付）

美術 公 孫 f-五Z 同 公 孫 会 (I) 公孫会同

保体 公孫会岡 公 孫 会 (F) 公 孫 メZ玉.. (S) 

技術 公 孫 会 側 凶

家庭 凶 ｛司 IS) 

英語1 と き わ メ~ (I) と き わ 会 (S) 

英語2 公 孫 会 (0) 公 孫 会 側



学
の
教
員
で
も
あ
る
附
属
校
の
校
長
は
、
乙
の
よ
う
な
「
派
閥
」
人

事
に
つ
い
て
何
ら
の
見
識
も
行
使
し
え
ず
、
も
っ
ぱ
ら
あ
い
さ
つ
要

員
に
甘
ん
じ
て
い
る
乙
と
が
多
い
。
そ
の
一
方
で
、
本
来
、
国
立
学

校
の
人
事
に
何
ら
権
限
の
な
い
は
ず
の
派
閥
の
「
周
期
会
」
が
実
質

的
な
推
せ
ん
権
を
行
使
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

教
育
セ
ン
タ
ー
や
理
科
セ
ン
タ
ー
も
派
閥
の
指
定
席
に

新潟県教育界における「学閥J問題（第3回〉

派
閥
に
よ
る
公
的
ポ
ス
ト
の
私
物
化
は
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
の
指

導
主
事
や
地
区
理
科
セ
ン
タ
ー
専
任
所
員
に
つ
い
て
も
行
な
わ
れ
て

い
る
ロ
新
潟
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
は
一
九
八
四
（
昭
五
九
）
年
に
新

潟
市
郊
外
の
曽
和
地
区
に
新
築
移
転
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の
指
導
主
事

は
課
長
を
含
め
て
三
二
名
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
一
八
席
が
派
閥
の

指
定
席
と
な
っ
て
い
る
。
残
り
は
高
校
教
員
と
の
相
互
転
任
に
よ
る

も
の
で
、
派
閥
の
統
制
力
が
及
ば
な
い
。
一
八
席
の
派
閥
別
内
訳
は

と
き
わ
会
一
三
、
公
孫
会
四
、
新
陽
会
二
、
女
教
員
会
一
で
あ
る
。

諜
ご
と
に
み
る
と
、
第
2
表
に
示
し
た
よ
う
に
学
校
経
営
課
（
四
名
）

は
全
席
指
定
席
と
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
資
料
・
広
報
担
当
の
女
教

員
会
ポ
ス
ト
が
も
う
一
席
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
情
報
処
理
教
育
課
の

二
名
か
ら
三
名
へ
の
一
名
増
員
に
振
り
替
え
ら
れ
、
増
員
分
が
と
き

わ
会
に
占
め
ら
れ
た
た
め
、
一
九
八
三
年
度
に
く
ら
べ
て
女
教
員
会

一
席
減
、
と
き
わ
会
一
席
増
と
な
っ
た
。
教
科
教
育
課
（
九
名
）
で

は
と
き
わ
会
は
社
会
、
英
語
ポ
ス
ト
を
、
公
孫
会
は
国
語
、
算
数
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（
数
学
）
ポ
ス
ト
を
占
め
て
い
る
。
科
学
教
育
課
（
九
名
）
で
は
初

等
理
科
の
二
席
は
と
も
に
と
き
わ
会
の
指
定
席
に
、
技
術
は
新
腸
会

の
指
定
席
に
な
っ
て
い
る
。
特
殊
教
育
課
は
七
名
の
う
ち
六
名
が
派

閥
の
指
定
席
で
、
内
訳
は
と
き
わ
会
四
席
、
公
孫
会
二
席
で
あ
る
。

情
報
処
理
教
育
課
（
三
名
）
は
増
員
の
一
名
が
と
き
わ
会
で
あ
る
。

地
区
理
科
セ
ン
タ
ー
は
県
内
に
二
八
ケ
所
あ
り
、
理
科
教
育
の
充

実
の
た
め
に
重
要
な
制
度
で
あ
る
が
、
乙
の
う
ち
一
八
席
が
と
き
わ

新潟県立教育センター指導主事の

派閥別指定席一覧

第 2表

1983 ( s .58) 1986 ( s .61) 
学校経営課 課 長 ときわ会 ときわ会

(4名） 道徳・特活 新 鴎 会 新 随 ~ 

幼稚園教育 女教員会 女教員会

資料・広報 ときわ会 ときわ会
，， 女教員会

-----------教 科教育課（ 9名） ときわ会 2 ときわ会 2

公孫会 2 公孫会 2

科学教育課 初 等理科 ときわ会 ときわ会

(9名） ,, ときわ会 ときわ会

技 術 新 陽 会 新 陽 会

特殊教育課 課 長 ときわ会 公 孫 会

(7名） その他 ときわ会 3 ときわ会 4

公孫会 2 公孫会 1

情報処理教育課（ 3名） -------ときわ会 1
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会
、
一

O
席
が
公
孫
会
の
指
定
席
と
い
う
関
係
が
長
ら
く
続
い
て
き

た
。
ー
し
か
し
、
第
3
表
に
も
示
し
た
よ
う
に
一
九
八
五
（
昭
和
六

O
）

年
度
よ
り
佐
渡
・
佐
和
田
地
区
セ
ン
タ
ー
が
と
き
わ
会
か
ら
新
陽
会

に
変
更
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
佐
和
田
町
で
は
教
育
長
も
佐
和
田
中

学
校
長
も
新
陽
会
が
占
め
て
い
る
。
ま
た
糸
魚
川
・
西
頚
地
区
セ
ン

地区理科センタ一所員の派閥別指定席一覧

地区セン l錦3 1986 地区セン 1983 1986 
タ ー 名 ( s.鴎） (S.61) ター名 ( s.邸） ( s .61) 

新 潟 ときわ会 ときわ会 十日町 ときわ会 ときわ会

豊 栄 ,, ,, 柏 崎 公 孫 会 公孫会

新発田 ，， ，， 上 越 ，， ,, 

村上 ，， ,, 

糸新E魚川井霊－ 

，， ，， 

白 棋 公孫会 公孫会 ，， 
雲と管きわ会喜燕 ときわ会 ときわ会 ときわ会

新 津 ，， ，， 中 条 ，， ，， 

五 泉 ，， ,, 西 蒲 ,, ，， 

加 茂 ，， ，， 東 蒲 ,, ，， 

一 条 ，， ，， 北 魚 公 孫 会 公孫会

見 附 ，， ，， 六日町 ，， ，， 

長 岡 ,, ，， 

融；
，， 岬

栃尾 ，， ，， ，， ，， 

小 千谷 公孫会 公孫会 ときわ会 新腸会

第3表

タ
ー
に
は
本
年
度
か
ら
新
陽
会
と
公
孫
会
に
二
震
に
加
入
し
て
い
る

（
両
方
の
団
体
に
金
を
支
払
い
、
仁
義
を
た
て
て
い
る
）
所
員
が
配

置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
理
科
セ
ン
タ
ー
専
任

所
員
に
な
る
に
は
派
閥
に
入
っ
て
い
る
乙
と
が
前
提
で
、
実
力
の
あ

る
教
師
で
あ
っ
て
も
派
閥
に
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
排
除
さ
れ
る
と
い

う
利
権
と
差
別
の
構
造
は
変
っ
て
い
な
い
。

学
協
や
厚
生
財
団
も
派
閥
連
合
で
運
営

学
協
〈
新
潟
県
学
校
生
活
協
同
組
合
）
や
厚
生
財
団
（
新
潟
県
教

職
員
厚
生
財
団
）
は
本
来
教
職
員
の
福
祉
・
厚
生
や
生
活
向
上
の
た

め
に
自
主
的
に
組
織
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
。
学
協
は
日
教
組
の
全
国

的
な
方
針
に
も
と
づ
い
て
、
教
員
の
生
活
防
衛
の
た
め
の
民
主
的
組

織
と
し
て
教
員
組
合
運
動
の
一
環
と
し
て
一
九
四
六
（
昭
二
三
）
年

六
月
に
設
立
さ
れ
、
一
九
四
七
（
昭
二
四
）
年
四
月
に
生
活
協
同
組

合
と
し
て
の
組
織
整
備
が
な
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
新
教
組
と
は

表
裏
一
体
の
団
体
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
厚
生
財
団
は
、
退
職

後
の
保
障
の
な
か
っ
た
時
代
に
、
小
学
校
教
員
の
互
助
自
衛
的
な
団

体
と
し
て
一
九

O
九
（
明
治
四
二
）
年
に
結
成
さ
れ
た
「
新
潟
県
小

学
校
教
員
組
合
」
を
そ
の
濫
筋
と
し
て
い
る
。
乙
れ
ら
の
団
体
は
多

額
の
資
金
を
本
来
の
趣
旨
に
そ
っ
て
公
正
か
つ
有
効
に
活
用
を
計
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
乙
の
よ
う
な
団
体
も
派
閥
の
「
ポ
ス
」
に

よ
っ
て
そ
の
重
要
な
役
職
が
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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学
協
本
部
に
は
組
合
長
て
副
組
合
長
二
、
専
務
理
事
、
常
務
理

事
各
一
の
役
職
ポ
ス
ト
が
あ
る
が
、
組
合
長
は
と
き
わ
会
「
有
力
」

校
長
の
指
定
席
と
な
っ
て
お
り
、
副
組
合
長
の
一
つ
は
公
孫
会
の
指

定
席
に
、
他
の
一
つ
は
検
友
会
と
新
陽
会
の
輪
番
指
定
席
と
な
っ
て

い
る
。
専
務
理
事
と
常
務
理
事
（
い
ず
れ
も
在
籍
専
従
）
は
と
き
わ

会
と
公
孫
会
が
一
つ
ず
つ
分
け
合
い
、
常
務
理
事
を
経
験
し
た
後
、

専
務
理
事
と
な
る
。

厚
生
財
団
は
学
協
と
異
な
り
、
四
名
の
常
勤
理
事
を
置
い
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
退
職
「
有
力
」
校
長
が
占
め
て
い
る
。
派
関
の
配
分

は
と
き
わ
会
二
、
公
孫
会
二
と
な
っ
て
い
る
が
、
派
閥
の
元
副
会
長

ク
ラ
ス
な
ど
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
厚
生
財
団
の
理
事
は
退
職
後
の

職
と
し
て
は
多
額
の
資
金
を
背
景
に
し
た
ミ
ニ
銀
行
の
役
員
な
み
の

職
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
退
職
「
有
力
」
校
長
の
間
で
そ
の

ポ
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
し
ば
し
ば
競
争
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。
厚
生

財
団
の
役
員
は
乙
の
ほ
か
理
事
や
顧
問
も
含
め
て
高
等
学
校
か
ら
の

理
事
二
名
を
の
ぞ
い
て
全
席
が
派
閥
の
指
定
席
と
な
っ
て
お
り
、
乙

れ
を
公
孫
会
と
と
き
わ
会
で
折
半
し
て
い
る
（
第
4
表
）
。
す
な
わ

ち
上
記
の
六
名
を
の
ぞ
い
た
理
事
定
員
は
現
在
一
二
名
で
、
う
ち
新

教
組
か
ら
二
名
、
学
協
か
ら
二
名
、
そ
の
他
八
名
で
あ
る
。
新
教
組

お
よ
び
学
協
か
ら
の
各
二
名
は
そ
れ
ぞ
れ
公
孫
会
と
と
き
わ
会
が
一

名
ず
つ
折
半
し
、
そ
の
他
の
八
名
も
四
名
づ
っ
折
半
し
て
い
る
。
乙

れ
ら
の
理
事
ポ
ス
ト
は
と
き
わ
会
や
公
孫
会
の
会
長
や
副
会
長
な
ど

が
「
大
幹
部
」
の
「
指
定
席
」
に
な
っ
て
い
る
。
公
孫
会
の
理
事
は
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両
年
度
で
同
一
人
物
か
と
思
わ
れ
そ
う
だ
が
四
人
と
も
別
人
で
あ
る
。

乙
の
よ
う
に
派
閥
の
「
ポ
ス
」
の
ポ
ス
ト
に
は
利
権
が
極
端
に
集
中

し
、
ま
さ
に
「
多
重
指
定
席
」
と
も
い
う
べ
き
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

一
九
八
三
年
度
と
き
わ
会
は
三
つ
の
ポ
ス
ト
を
現
職
会
長
の
ほ
か
、

在
住
一
年
の
み
で
あ
っ
た
前
会
長
と
前
副
会
長
が
そ
の
席
を
占
め
た
。

ま
た
新
陽
会
は
厚
生
財
団
評
議
員
（
定
員
三
十
九
名
）
に
若
干
の
指

定
席
を
も
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
以
上
の
ほ
か
に
、
派
閥
の
指
定
席
と
し
て
は
中
条
町
に

あ
る
新
潟
県
小
ノ
年
自
然
の
家
の
所
長
は
と
き
わ
会
の
指
定
席
で
あ
り
、

指
導
員
三
名
は
と
き
わ
会
二
名
、
公
孫
会
一
名
で
あ
る
。
巻
町
の
県

立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
は
指
導
員
七
名
の
う
ち
、
新
陽
会
三
名
、

と
き
わ
会
一
名
で
あ
る
。
新
潟
県
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
次
長
と

社
会
教
育
主
事
は
と
き
わ
会
の
、
新
潟
県
美
術
博
物
館
の
館
長
と
学

芸
課
長
は
公
孫
会
の
そ
れ
ぞ
れ
指
定
席
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
新
潟

市
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
（
新
潟
市
立
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
所
長

を
兼
務
）
は
と
き
わ
会
会
長
の
退
職
後
の
ポ
ス
ト
に
さ
れ
て
い
る
。

「
新
潟
大
学
教
育
学
部
後
援
会
」
の
会
長
や
事
務
局
長
も
と
き
わ
会

が
占
め
て
お
り
、
学
生
の
父
母
仇
ら
集
め
た
資
金
（
年
間
六

O
O
万

円
以
上
）
は
と
き
わ
会
に
間
接
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

現
職
教
員
の
大
学
院
進
学
も
派
閥
の
沙
汰
次
第

現
在
、
教
員
の
身
分
を
確
保
し
た
ま
ま
大
学
院
修
士
課
程
に
進
学

官有梅田・』
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第4表厚生財団役員の派閥による「完全指定席Jの実態

1986 ( s. 61) 1錦3 cs.邸）

理 事 長 公 孫 会 公孫会

専務理事 ときわ会 ときわ会

常務理事 ときわ会 ときわ会（ときわ元副会長）

，， 
｜公孫会

公孫会

理 事

（新教組）｜公孫会（執行委員長） ときわ会（執行委員長〉

，， ときわ会（書 言己 長〉 公孫会（書 記 長）

（学 協） とき わ会 （専 務理 事） 公孫 会（専務理事）

，， 
l公孫会（常務理事） と きわ会〈常務理事）

〈そ の 他） ｜ときわ会（鳥と屋き野わ中会学会校長長｝／ ときわ会（前前新と潟き小わ学会校会長長｝J 

，， 
lときわ会（＼新とき潟わ小会学副校会長長｝／ ときわ会（＼前前と白き新わ中会学副校会長長｝／ 

" lときわ会（阪之上小学校長〉 ときわム~（新と潟き小わ学会会校長長〕／ 

,, 
lときわ会（本丸中学校長〉 ときわ会（葛塚中学校長〉

,, 
1公孫会（＼公大手孫町小会学会校長長｝／ 公孫会（大公町孫小会学会校長長｝／ 

,, 
l公孫会（線芸者雲量） 公孫会（＼公城西孫中学会校会校長長｝／ 

,, 
E公孫会（大公孫町会小学副校会長長｝J 公 孫会（き霊安菌室長）

，， 
E公孫会（時議ぷ） 公孫会（章者＇lfw~：）



新潟県教育界における「学閥J問題（第3回）

で
き
る
制
度
が
存
在
し
、
新
潟
県
で
は
現
在
上
越
教
育
大
学
と
新
潟

大
学
教
育
学
部
の
修
士
課
程
に
進
学
し
て
い
る
。
現
在
の
こ
れ
ら
の

大
学
院
の
あ
り
方
な
ど
か
ら
み
て
、
乙
の
よ
う
な
大
学
院
に
進
む
乙

と
に
よ
っ
て
科
学
的
な
研
究
能
力
と
教
師
と
し
て
の
高
い
水
準
の
実

力
が
身
に
つ
く
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
進
学
へ
の
機
会
は
派
閥
に

関
係
な
く
、
希
望
者
に
等
し
く
聞
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
5
表
に
昨
年
度
ご
九
八
五
年
度
）
お
よ
び
今
年
度
二
九
八
六

年
度
）
に
乙
れ
ら
の
大
学
院
に
現
職
の
ま
ま
進
学
し
た
新
潟
県
の
小
・

中
学
校
教
員
〈
養
護
学
校
を
含
む
）
の
派
閥
別
内
訳
を
示
し
た
。
新

潟
大
学
教
育
学
部
へ
の
進
学
者
は
二
年
間
を
あ
わ
せ
て
一

O
名
で
あ

る
が
、
一

O
名
全
員
が
と
き
わ
会
で
あ
る
。
な
お
一
九
八
六
年
度
に

は
乙
の
ほ
か
不
合
格
者
が
四
名
い
た
。
入
学
者
の
専
攻
は
入
試
で
問

題
に
な
っ
た
教
育
学
と
、
と
き
わ
会
元
副
会
長
も
教
員
を
務
め
て
い

る
社
会
科
教
育
に
多
い
。
上
越
教
育
大
学
へ
の
進
学
は
二
年
間
で
合

計
五
九
名
で
あ
る
が
、
公
孫
会
が
三
五
名
と
六
O
M
mを
占
め
て
い
る
。

ほ
か
に
と
き
わ
会
一
四
名
、
新
陽
会
三
名
で
、
派
閥
不
明
ま
た
は
無

派
閥
は
七
名
し
か
い
な
い
。
両
大
学
を
通
じ
て
み
る
と
派
閥
不
明
ま

た
は
無
派
閥
は
六
九
名
中
の
七
名
の
み
で
あ
り
、
九

O
M
m以
上
が
派

関
所
属
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
女
性
は
同
じ
く
六
九

名
中
の
七
名
で
男
性
に
く
ら
べ
て
極
端
に
少
な
い
。
な
お
文
部
省
の

教
員
海
外
派
遣
短
期
研
修
（
視
察
）
（
年
間
五
十
名
前
後
〉
に
つ
い

て
も
派
閥
本
位
の
選
考
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

部

新潟県小・中学校現職教員の上越教育大，
新潟大大学院進学者の派閥別一覧

1985 ( s .60) 入 AザH・， 

と き わ 会 公孫会 新陽会
不明・

自十
無派閥

男 6 13 2 3 24 
上館教育大 女 。 3 。 4 

言十 6 16 2 4 28 
男 7 。 。 。 7 

新潟大 女 。 。 。 。 。
計 7 。 。 。 7 

総 3十 13 16 2 4 35 
1986 CS .61) 入 点す~」

ときわ会 公孫会 新陽会
不明・

五十
無派閥

男 8 17 2 28 
上越教育大 女 。 2 。 3 

5十 8 19 3 31 
男 3 。 。 。 3 

新潟大 女 。 。 。 。 。
言十 3 。 。 。 3 

総 Z十 11 19 3 34 

第5表

I官胃鞠掴』
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新
潟
大
学
大
学
院
入
学
試
験
（
教
育
学
・
道
徳
教
育
）
は
三
年
連

続
同
一
問
題

大
学
院
の
入
学
試
験
は
大
学
院
生
と
し
て
の
能
力
と
資
質
を
み
る

の
に
ふ
さ
わ
し
い
問
題
で
、
公
正
か
つ
厳
正
に
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
新
潟
大
学
大
学
院
の
「
教
育
学
・

道
徳
教
育
」
の
問
題
が
三
年
連
続
、
つ
ま
り
大
学
院
開
設
以
来
同
じ

問
題
が
出
題
さ
れ
て
い
た
乙
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
う
い
う
こ

と
は
全
国
の
大
学
院
の
ど
乙
を
見
て
も
例
の
な
い
乙
と
で
あ
る
。
ち

な
み
に
新
潟
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
で
は
、
入
試
問
題
は
毎
年

公
開
さ
れ
て
い
る
。
三
年
連
続
問
題
の
一
つ
で
あ
る
「
『
ね
ら
い
』

と
『
め
あ
て
』
の
関
係
に
つ
い
て
論
述
せ
よ
。
」
と
い
う
問
題
は
、

出
題
者
で
あ
る
S
B
助
教
授
が
一
九
八
四
年
九
月
に
附
属
長
岡
小
学

校
発
行
の
小
冊
子
「
子
ど
も
と
授
業
」
に
「
『
ね
ら
い
』
と
『
め
あ

て
』
を
混
同
し
て
い
な
い
か
」
と
い
う
「
正
答
」
ま
で
投
稿
し
て
い

る
。
乙
の
科
目
は
乙
れ
ま
で
複
数
の
現
職
教
員
の
受
験
生
が
選
択
し

て
い
る
。
学
部
長
は
「
大
学
院
入
試
問
題
で
こ
の
よ
う
な
事
態
を
起

乙
し
た
責
任
は
重
大
」
と
し
て
出
題
者
に
厳
重
注
意
を
与
え
、
学
内

に
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
〈
朝
日
、
一
九
八
五
・
一
一
・
二
一

日
付
〉
。
な
お
出
題
者
は
「
新
潟
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
」
の
「
研

修
部
」
幹
事
を
担
当
し
て
い
る
が
、
一
九
八
六
年
度
も
そ
の
ま
ま
ひ

き
つ
づ
い
て
留
任
し
た
。
「
同
窓
会
」
の
見
識
と
体
質
が
関
わ
れ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

派
閥
へ
の
加
入
は
「
閥
的
人
事
異
動
」
に
対
す
る
保
険
？

さ
て
、
乙
れ
ま
で
派
閥
の
利
権
支
配
の
実
態
に
つ
い
て
、
主
と
し

て
「
ポ
ス
ト
的
」
な
も
の
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
新
潟
県

の
小
・
中
学
校
教
育
界
に
お
け
る
派
閥
の
利
権
支
配
は
管
理
職
ポ
ス

ト
の
カ
ル
テ
ル
的
分
割
・
占
有
支
配
を
軸
と
す
る
ポ
ス
ト
支
配
を
一

つ
の
柱
と
す
る
な
ら
ば
、
人
事
異
動
を
牛
耳
る
乙
と
が
も
う
一
方
の

柱
と
な
っ
て
い
る
。
教
員
に
と
っ
て
ど
乙
の
学
校
に
勤
務
す
る
か
と

い
う
乙
と
は
教
員
と
し
て
の
生
活
条
件
を
も
大
き
く
左
右
す
る
も
の

で
あ
る
だ
け
に
人
事
異
動
は
切
実
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人

事
異
動
に
つ
い
て
、
「
教
育
団
体
」
を
自
称
す
る
私
的
な
集
団
で
あ

る
派
閥
が
口
を
さ
し
は
さ
む
乙
と
自
体
が
不
当
な
乙
と
で
あ
る
が
、

実
際
に
は
「
陰
の
教
育
委
員
会
」
と
い
わ
れ
る
程
に
派
閥
が
干
渉
し

て
い
る
。
あ
る
教
員
は
新
し
い
赴
任
校
も
決
ま
り
、
下
宿
ま
で
捜
し

た
が
、
派
閥
人
事
に
よ
っ
て
他
の
人
が
無
理
や
り
割
り
乙
ん
で
別
の

学
校
に
変
’
り
さ
れ
た
、
と
い
う
ケ
l
ス
も
耳
に
す
る
。
派
閥
の
存
在

や
そ
の
や
り
方
に
は
お
か
し
い
と
感
じ
な
が
ら
も
、
自
己
の
教
員
と

し
て
の
「
生
活
防
衛
」
の
た
め
に
派
閥
に
入
り
、
毎
月
会
費
を
払
っ

て
い
る
（
払
わ
さ
れ
て
い
る
）
人
も
多
く
い
る
。
そ
の
よ
う
な
人
に

と
っ
て
、
派
閥
加
入
は
生
活
の
た
め
に
毎
月
掛
金
を
払
う
「
保
険
」

（
シ
ョ
パ
代
）
で
あ
っ
て
、
「
教
育
団
体
」
と
い
う
偽
装
に
だ
ま
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。



一
一
般
教
員
も
学
校
ご
と
に
派
閥
に
よ
っ
て
系
列
化

新潟県教育界における「学閥J問題（第3回）

人
事
異
動
に
あ
た
っ
て
は
、
本
人
が
ど
の
派
聞
に
属
し
て
い
る
か

と
い
う
乙
と
に
よ
っ
て
異
動
し
や
す
い
学
校
と
異
動
し
に
く
い
学
校

と
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
各
学
校
と
も
校
長
お
よ
び
教
頭
ポ
ス
ト

が
ど
の
派
閥
の
指
定
席
に
な
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
一
般
教
員
ま
で

そ
の
派
閥
に
よ
っ
て
系
列
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
実
態

を
長
岡
市
内
の
三
つ
の
中
学
校
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。
長
岡
市
の

南
中
学
校
（
学
級
数
二
七
）
、
東
北
中
学
校
（
学
級
数
二
八
）
お
よ

び
宮
内
中
学
校
（
学
級
数
二
一
ニ
）
は
校
長
、
教
頭
ポ
ス
ト
の
双
方
と

も
南
中
学
校
は
と
き
わ
会
、
東
北
中
学
校
は
公
孫
会
、
宮
内
中
学
校

は
新
陽
会
の
指
定
席
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
男
性
教

員
の
所
属
派
閥
を
第
6
表
に
示
す
。
長
岡
南
中
学
校
で
は
＝
二
名
中

二
五
名
（
八
O
M
m
）
が
と
き
わ
会
で
占
め
ら
れ
、
公
孫
会
は
一
人
も

お
ら
ず
、
長
岡
東
北
中
学
で
は
逆
に
三
四
名
中
一
二
名
（
六
二
銘
）

が
公
孫
会
で
占
め
ら
れ
、
と
き
わ
会
は
一
人
も
い
な
い
。
無
派
閥
の

大
部
分
は
三

O
才
以
下
の
青
年
教
師
で
あ
る
。
宮
内
中
学
校
で
は
二

九
名
中
一
八
名
（
六
二
銘
）
が
新
陽
会
で
占
め
ら
れ
、
ほ
か
に
と
き

わ
会
は
三
つ
の
指
定
ポ
ス
ト
を
も
っ
て
い
る
が
公
孫
会
は
一
人
も
い

な
い
。
こ
の
よ
う
に
男
性
教
員
の
異
動
に
あ
た
っ
て
は
派
閥
の
論
理

が
最
優
先
さ
れ
て
い
る
。
な
お
乙
の
よ
う
な
派
間
人
事
の
た
め
に
、

特
に
宮
内
中
学
校
で
は
年
令
的
に
も
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
。
派

閥
が
不
当
な
利
権
を
行
使
し
て
、
人
事
異
動
が
あ
た
か
も
派
閥
の
お
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か
げ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
恩
を
売
り
、
派
閥
に
対
す
る
批
判
を
封
じ

る
乙
と
と
、
学
校
を
派
閥
ご
と
に
系
列
化
し
て
、
校
内
の
教
員
を
派

閥
に
よ
っ
て
裏
側
か
ら
統
制
す
る
の
が
派
閥
の
手
口
で
あ
る
。
乙
れ

ら
の
学
校
の
教
員
の
所
属
派
閥
を
み
る
と
、
無
派
閥
は
三

O
才
ぐ
ら

い
ま
で
の
青
年
教
師
に
多
い
が
、
そ
れ
よ
り
高
年
令
で
は
非
常
に
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
派
閥
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
鮮
な
感

覚
を
も
っ
た
青
年
教
師
も
派
闘
の
権
力
の
ま
え
に
つ
ぎ
つ
ぎ
組
み
こ

ま
れ
、
ス
ポ
イ
ル
さ
れ
て
い
く
新
潟
県
教
員
社
会
の
構
造
的
な
非
教

育
的
体
質
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
な
お
と
き
わ
会
の
異
動
に
あ
た
っ

て
は
、
そ
の
中
で
も
「
閥
中
閥
」
と
し
て
の
新
潟
大
学
教
育
学
部
出

身
者
（
「
新
潟
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
」
）
が
し
ば
し
ば
他
と
区
別

し
て
と
り
扱
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
新
潟
市
内
の
「
中
心
校
」
で
あ
る

白
山
小
学
校
、
新
潟
小
学
校
、
関
屋
小
学
校
な
ど
で
は
校
長
・
教
頭

を
含
め
た
教
員
の
殆
ん
ど
が
新
潟
大
学
教
育
学
部
（
新
潟
第
一
師
範

を
含
む
）
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
関
屋
小
学
校
で
は
男
女
あ

わ
せ
て
一
六
名
の
教
員
の
う
ち
、
一
名
の
女
性
教
員
を
の
ぞ
い
て
全

員
が
新
潟
大
学
教
育
学
部
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
男
性
教
員

九
名
全
員
が
と
き
わ
会
に
所
属
し
て
い
る
。
白
山
小
学
校
で
は
新
採

用
の
一
人
を
の
ぞ
い
て
男
性
教
員
八
名
全
員
が
と
き
わ
会
か
つ
新
潟

大
学
教
宵
学
部
出
身
者
で
あ
る
。
新
潟
小
学
校
は
校
長
は
と
き
わ
会

副
会
長
で
あ
る
が
、
一
人
を
の
ぞ
い
た
男
性
教
員
一
一
名
が
や
は
り

全
員
と
き
わ
会
か
つ
新
潟
大
学
教
育
学
部
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
附
属
新
潟
小
学
校
は
男
性
教
員
全
員
が
と
き
わ
会
で
あ
る
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第6表長岡市内の中学校における男性教員の派閥別系列化の実態

(0印は1986年度の転入を示す）

長岡・南中（ときわ会系） 長岡・東北中（公孫会系） 長岡・宮内中（新陽会系）

職 名 年令 所属派閥 職 名 年令 所属派閥 職 名 年令 所属派閥

0校長 57 ときわ会 校長 57 公 孫 会 0校長 57 新鴎会

教頭 50 ときわ会 C激頭 51 公 孫 会 教頭 59 新陽会

教諭男 54 ときわ会 教轍男 57 公 孫 会 教謝野 58 新陽会
，， 50 ，， ，， 57 II ，， 57 ，， 

II 50 ，， 54 ，， ，， 56 ，， 
，， 49 ときわ会 ，， 54 ，， 0 II 55 
II 47 II II 52 新 陽 会 ，， 55 ときわ会
II 47 ，， ，， 52 公 孫 会 II 日 新陽会
，， 47 ，， II 50 ，， ，， 53 
，， 47 ，， II 49 II 53 

。，， 46 ，， II 48 公孫会 ，， 52 新陽会
，， 46 ，， II 46 II 0 II 52 ,, 
，， 45 ，， ，， 46 新 鴎 会 0 ,, 52 II 

，， 45 ，，， ，， 44 公 孫 会 ，， 51 ときわ会
，， 45 ，， ，， 41 II II 50 新陽会
，， 42 ，， ，， 41 ，， ，， 49 ，， 
，， 42 ，， 0 II 40 ，， 0 II 49 ,, 
II 41 ，， ，， 39 ，， ,, 48 
，， 41 ，， II 37 新 陽 会 ,, 47 新陽会

0,, 40 ，， ，， 37 公 孫 会 ,, 44 ときわ会
，， 38 ，， ,, 37 II ,, 44 新陽会

0 ,, 37 新陽会 0,, 34 ，， H 43 
,, 36 ときわ会 II 31 ，， 同 42 新聞会
，， 35 ，， 0 II 30 0 II 41 ，， 

0 II 31 ，， II 30 0 II 41 ，， 
。，， 30 ，， II 29 公 孫 会 II 41 ，， 

，， 27 ，， お ,, 26 
，， 27 ときわ会 0,, 26 公 孫 会 ，， 24 
，， 26 ，， 25 ，， 23 
，， 25 ,, 2刈
,, 22 ，， 23 

,, お

” お
，， 22 



乙
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
女
性
教
員
も
含
め
て
全
員
が
新
潟
大
学
教

育
学
部
出
身
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

採
用
三
年
後
（
ニ
七
才
以
下
）
の
異
動
の
青
年
教
師
の
実
態
と
派

閥
の
介
入

新潟県教育界にお貯る「学閥J問題（第3回）

二
七
才
以
下
だ
け
を
青
年
教
師
と
い
う
と
し
か
ら
れ
る
か
も
知
れ

な
い
が
、
二
七
才
以
下
の
異
動
の
大
部
分
は
教
師
に
な
っ
て
三
年
を

経
た
後
の
最
初
の
異
動
で
あ
り
、
採
用
時
の
い
わ
ゆ
る
「
念
書
」
に

よ
っ
て
、
へ
き
地
に
赴
任
す
る
乙
と
も
拒
否
し
な
い
と
い
う
こ
と
を

「
誓
約
」
さ
せ
ら
れ
て
い
る
条
件
下
で
の
異
動
で
も
あ
る
。
乙
乙
で

は
二
七
才
以
下
の
教
員
の
異
動
を
採
用
三
年
後
の
異
動
と
み
な
し
て

検
討
す
る
。

さ
て
、
今
春
〈
一
九
八
六
年
）
の
人
事
異
動
に
つ
い
て
、
各
郡
市

別
に
そ
の
地
域
に
転
入
し
て
き
た
（
同
一
郡
市
内
で
の
異
動
を
含
む
）

全
異
動
件
数
の
う
ち
で
、
採
用
三
年
後
の
異
動
に
よ
る
教
員
の
転
入

が
占
め
る
割
合
を
第
7
表
に
示
し
た
。
全
体
で
は
小
学
校
の
異
動
件

数
の
約
二
五
%
、
中
学
校
の
約
二
o
v
d
が
乙
の
よ
う
な
教
員
の
異
動

で
あ
る
。
郡
市
別
に
み
る
と
古
志
郡
（
山
古
志
村
）
が
八
三
沼
、
栃

尾
市
が
七
二
労
と
高
率
で
、
北
魚
沼
郡
と
中
魚
沼
郡
で
も
五

O
箔
を

越
え
て
い
る
。
逆
に
両
津
市
お
よ
び
佐
渡
郡
で
は
二
七
才
以
下
の
転

入
者
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
新
棒
市
で
も
五
二
件
の
異
動
の
う
ち
二
七
才

以
下
の
転
入
者
は
一
名
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
新
潟
市
、
新
発
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回
市
、
長
岡
市
、
柏
崎
市
、
上
越
市
、
新
井
市
、
お
よ
び
西
浦
原
郡

と
中
蒲
原
郡
で
は
一

O
M
m台
に
と
と
ま
っ
て
お
り
、
乙
れ
ら
の
地
域

へ
は
採
用
三
年
後
の
異
動
で
は
転
入
し
に
く
い
乙
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
へ
き
地
勤
務
に
つ
い
て
み
る
と
、
今
春
転
任
し
た
二
七
才

以
下
の
教
員
の
う
ち
、
へ
き
地
校
（
へ
き
地
特
地
か
ら
へ
き
地
五
級

地
ま
で
の
学
校
）
に
転
任
し
た
先
生
は
小
学
校
で
四
三
二
名
の
う
ち

一二

O
名
（
二
八
箔
）
、
中
学
校
で
は
一
四
八
名
の
う
ち
一
七
名

（
一
一
%
）
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
新
採
用
よ
り
六
年
間
の
い
わ
ゆ

る
「
念
書
人
事
」
の
期
聞
に
お
い
て
、
へ
き
地
勤
務
を
経
験
す
る
人

は
最
初
の
三
年
と
次
の
三
年
を
あ
わ
せ
て
小
学
校
で
は
六
割
弱
、
中

学
校
で
は
二
割
強
と
見
積
ら
れ
る
。
今
春
へ
き
地
三
級
地
以
上
の
へ

き
地
に
赴
任
し
た
二
七
才
以
下
の
先
生
は
合
計
二

O
名
で
あ
る
が
、
。

男
性
八
名
に
対
し
女
性
一
二
名
と
女
性
の
方
が
多
い
。
へ
き
地
五
級

地
の
離
島
、
粟
島
浦
中
学
校
（
校
長
、
教
頭
と
も
新
陽
会
の
指
定
席
）

に
は
二
三
才
の
女
性
教
員
が
同
じ
く
新
陽
会
校
長
の
豊
栄
市
岡
方
中

学
校
か
ら
転
任
し
た
。

新
潟
市
・
長
岡
市
・
上
越
市
へ
の
異
動
を
め
ぐ
る
派
閥
の
利
権
支
配

若
い
先
生
の
異
動
に
あ
っ
て
も
、
へ
き
地
へ
転
任
す
る
先
生
が
あ

る
一
方
で
、
比
較
的
生
活
条
件
の
よ
い
平
場
か
ら
平
場
へ
、
場
合
に

よ
っ
て
は
新
潟
市
内
や
上
越
市
内
で
転
任
す
る
教
員
も
い
る
。
こ
の

よ
う
に
「
念
書
人
事
」
は
皮
肉
な
乙
と
に
派
閥
の
利
権
的
人
事
異
動

揖苦情帽・・』
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に
よ
っ
て
実
質
上
迫
力
を
な
く
し
て
お
り
、
今
で
は
派
閥
に
入
っ
て

い
な
い
教
員
、
と
く
に
女
性
教
員
を
強
迫
す
る
た
め
の
道
具
に
変
質

し
て
い
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
新
潟
市
、
長
岡
市
、
上
越
市
な
ど
の
都

市
部
へ
は
転
入
の
希
望
者
も
多
い
が
、
そ
の
異
動
が
派
閥
の
利
権
支

配
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
る
乙
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
乙
乙

で
は
今
春
の
異
動
の
う
ち
採
用
三
年
後
（
二
七
才
以
下
）
の
教
員
の

新
潟
市
、
長
岡
市
、
上
越
市
へ
の
転
入
を
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
つ
い

て
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。

全異動件数に占める採用3年後（27才以下）の

教員の転入異動件数の郡市別一覧（1986年）
第7表

小学校 中学校 メr:.')..ヨ 8十 比率

新潟市 23/268 20/126 43/394 10.996 

新 津市 0/37 1/15 1/52 0.2% 

豊栄市 8/29 0/10 8/39 20.5労

新発田市 5/49 1/19 6/68 11.3% 

五泉市 4/26 3/7 7/33 21.2% 

村 上市 4/18 3/9 7/27 25.9% 

加茂市 7/21 3/12 10/33 30.396 

三条市 10/45 9/23 19／邸 27.9% 

白根市 7/24 3/8 10/32 31.3% 

燕 市 8/33 2/9 10/42 23.8% 

見 附市 10/28 1/14 11/42 26.2% 

栃 尾市 25/34 8/12 お／46 71.7% 

長岡市 14/105 7/58 21/163 12.996 

小千谷市 13/34 5/13 18/47 38.396 

十日町市 19/43 3/23 22/66 33.3% 

柏崎市 9/53 5/24 14/77 18.2% 

上 越市 15/104 2/61 17/165 10.396 

新井市 2/18 2/15 4/33 12.1% 

糸魚川市 9/29 8/26 17/55 30.9% 

両 津市 0/13 0/11 0/24 0.0% 

西蒲原郡 16/83 5/39 21/122 17.2% 

北蒲原郡 22/80 6/26 28/106 26.4% 

中蒲原郡 9/42 1/18 10/60 16.7% 

東蒲原郡 10/26 4/13 14/39 35.996 

南蒲原郡 19/43 7/16 26/59 ~.1箔

岩 船郡 20/55 2/10 22/65 33.896 

三島郡 10/43 5/19 15/62 24.2% 

刈羽郡 6/22 5/12 11/34 32.496 

北魚沼郡 26/41 3/16 加／57 50.996 

中魚沼郡 24/41 5/12 却／53 54. 196 

南魚沼郡 27/59 8/33 35/92 38.0% 

古志郡 2/2 3/4 5/6 83.396 

東頚城郡 19/46 3/15 22/61 36.1% 

中頚城郡 13/51 4/33 17/84 20.2箔

西頚城郡 8/26 1/9 9/37 24.3% 

佐渡郡 0/41 0/28 0/79 0.096 

~ 3十 423/1,712 148/768 571/2,480 23.0% 



新潟県教育界にお貯る「学閥」問題（第3回）

1

新
潟
市
へ
の
転
入

新
潟
市
へ
の
転
入
（
新
潟
市
内
で
の
転
任
も
含
む
）
は
小
学
校
で

二
三
名
、
中
学
校
で
二

O
名
で
あ
っ
た
。
小
学
校
で
は
へ
き
地
か
ら

の
転
入
は
四
名
の
み
で
、
ほ
か
に
新
潟
養
護
か
ら
の
異
動
が
三
名
あ

る
。
残
り
の
一
七
名
の
う
ち
、
公
孫
会
校
長
の
学
校
に
は
三
名
の
公

孫
会
員
が
転
入
し
て
い
る
。
ま
た
と
き
わ
会
員
の
転
入
は
三
名
で
あ

る
が
、
い
ず
れ
も
新
潟
市
に
近
い
西
蒲
原
郡
か
ら
転
任
し
て
い
る
。

乙
れ
ら
の
派
閥
会
員
の
な
か
に
は
、
派
閥
に
入
れ
ば
新
潟
市
に
転
入

で
き
る
と
い
わ
れ
、
異
動
を
機
に
派
閥
に
加
入
し
た
教
員
も
い
る
。

中
学
校
で
は
二

O
名
の
う
ち
へ
き
地
か
ら
の
転
入
は
二
名
の
み
で
養

護
学
校
か
ら
は
一
名
で
あ
る
。
新
潟
市
内
の
転
任
が
五
名
も
あ
る
乙

と
が
特
徴
的
で
あ
る
（
東
石
山
中
か
ら
山
潟
中
へ
、
松
浜
中
か
ら
大

形
中
へ
、
山
潟
中
か
ら
上
山
中
へ
、
濁
川
中
か
ら
木
戸
中
へ
、
曽
野
木
中
か

ら
山
の
下
中
へ
）
。

2

長
岡
市
へ
の
転
λ

長
岡
市
へ
の
転
入
は
小
学
校
で
一
四
名
、
中
学
校
で
七
名
で
、
へ

き
地
か
ら
の
転
入
は
小
・
中
学
校
各
一
名
に
す
ぎ
な
い
。
小
学
校
で

は
長
岡
市
内
で
の
転
任
が
二
名
（
栖
吉
小
か
ら
山
谷
沢
小
へ
（
と
き

わ
会
）
、
お
よ
び
中
島
小
か
ら
柿
小
へ
）
あ
り
、
乙
の
ほ
か
新
潟
市
、

上
越
市
、
三
条
市
を
は
じ
め
市
部
か
ら
の
転
入
が
目
立
つ
。
公
孫
会

校
長
の
学
校
へ
の
転
入
者
は
五
名
の
う
ち
三
名
が
公
孫
会
で
あ
る
。

中
学
校
で
は
東
北
中
へ
の
公
孫
会
人
事
、
北
中
へ
の
新
陽
会
人
事
が

一
名
ず
つ
認
め
ら
れ
る
。
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上
越
市
へ
の
転
入

上
越
市
へ
の
転
入
は
小
学
校
で
一
五
名
、
中
学
校
は
二
名
で
、
そ

の
具
体
的
な
実
態
を
第
8
表
に
示
す
。
小
学
校
で
は
へ
き
地
か
ら
の

転
入
は
二
名
の
み
で
、
上
越
市
内
で
の
転
任
が
二
名
あ
る
。
今
春
は

一
九
八
三
（
昭
五
八
）
年
卒
が
お
お
む
ね
新
採
用
か
ら
三
年
経
過
し

た
年
度
に
相
当
し
て
い
る
が
、
上
越
市
内
で
転
任
し
た
二
名
の
う
ち

の
一
人
は
乙
の
年
度
卒
の
公
孫
会
の
同
期
会
（
「
芙
蓉
会
」
）
の
幹

事
で
公
孫
会
評
議
員
に
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
上
越
市
内
に
転
入
し

た
男
性
教
員
は
す
べ
て
公
孫
会
で
あ
る
。
ま
た
転
任
校
の
校
長
は
す

べ
て
公
孫
会
で
あ
り
、
前
任
校
の
校
長
も
県
内
各
地
で
あ
り
な
が
ら

公
孫
会
校
長
が
圧
倒
的
に
多
い
。
中
学
校
の
二
名
に
つ
い
て
も
本
人

も
公
孫
会
、
転
任
校
の
校
長
も
公
孫
会
、
前
任
校
の
校
長
も
公
孫
会

の
オ
！
ル
公
孫
会
シ
フ
ト
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
上
越
市
に
あ
っ

て
は
採
用
三
年
後
の
人
事
異
動
に
つ
い
て
も
公
孫
会
に
よ
る
独
裁
的

利
権
支
配
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
男
女
を
問
わ
ず
、
青
年
教
師
に
と
っ

て
も
公
孫
会
の
圧
力
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。

3 西
蒲
原
郡
か
ら
の
転
出
は
と
き
わ
会
優
先
、
女
性
は
へ
き
地
に

次
に
二
七
才
以
下
の
異
動
を
転
出
の
側
か
ら
み
て
み
よ
う
。
同
一

の
地
域
か
ら
ど
の
よ
う
な
人
が
ど
乙
へ
転
任
し
た
か
と
い
う
乙
と
に

も
派
閥
の
利
権
支
配
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
と
き

わ
会
に
よ
る
利
権
支
配
が
著
し
い
西
蒲
原
郡
の
場
合
を
検
討
す
る
。
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西
蒲
原
郡
か
ら
の
今
春
の
転
出
者
（
二
七
才
以
下
）
は
小
学
校
二

三
名
、
中
学
校
九
名
の
計
三
二
名
で
、
そ
の
一
覧
を
第
九
表
に
示
し

た
。
小
学
校
で
は
西
蒲
原
郡
内
で
の
転
任
が
一
名
、
新
潟
市
内
へ
の

転
任
が
三
名
あ
っ
た
が
い
ず
れ
も
男
性
教
員
で
か
っ
と
き
わ
会
員
で

あ
る
。
乙
れ
に
対
し
て
、
へ
き
地
へ
の
転
任
者
は
六
名
で
あ
っ
た
が

す
べ
て
女
性
教
員
で
あ
る
。
へ
き
地
に
あ
っ
て
は
若
い
女
性
教
員
は

単
身
赴
任
の
校
長
や
教
頭
の
食
事
の
世
話
ま
で
さ
せ
ら
れ
る
乙
と
が

あ
る
。
中
学
校
に
あ
っ
て
も
と
き
わ
会
員
二
名
は
新
潟
市
と
三
条
市

に
転
任
し
て
い
る
。

西
蒲
・
吉
田
小
学
校
で
「
と
き
わ
会
」
の
「
異
動
事
前
面
接
」
が

行
な
わ
れ
て
い
る

乙
の
よ
う
な
と
き
わ
会
に
よ
る
人
事
異
動
に
お
け
る
利
権
誘
導

と
、
そ
の
う
ら
は
ら
の
主
と
し
て
女
性
教
員
に
対
す
る
差
別
は
決
し

て
偶
然
に
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
意
図
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

派
閥
に
所
属
し
な
い
教
員
が
、
正
月
を
越
し
て
、
さ
て
乙
の
春
に
は

ど
乙
へ
異
動
す
る
の
や
ら
、
と
気
を
も
ん
で
い
る
頃
に
は
、
派
閥
会

員
に
は
派
閥
「
有
力
」
校
長
と
の
事
前
面
接
に
よ
っ
て
、
し
か
る
べ

き
と
乙
ろ
へ
の
転
任
が
内
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
あ

と
の
空
い
て
い
る
ポ
ス
ト
に
派
閥
に
属
さ
な
い
教
員
や
新
採
用
教
員

が
充
て
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
前
面
接
は
公
立
学
校
の
校
長
室
で
、

勤
務
時
間
内
に
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

そ
ろ
そ
ろ
新
年
度
の
人
事
異
動
が
気
に
な
り
だ
し
か
け
た
一
二
月

の
は
じ
め
、
吉
田
小
学
校
に
西
蒲
原
郡
と
燕
市
の
と
き
わ
会
（
西
浦
・

燕
連
合
会
）
の
年
度
代
表
者
が
秘
密
裡
に
集
ま
っ
て
き
た
。
吉
田
小

学
校
は
巻
北
小
学
校
と
と
も
に
西
蒲
原
郡
に
お
け
る
と
き
わ
会
の

「
拠
点
校
」
で
あ
る
連
合
会
の
会
長
は
、
巻
北
小
学
校
の
校
長
で
あ

る
が
、
表
向
き
に
も
新
潟
県
小
学
校
長
会
の
理
事
（
ま
た
は
監
査
）
、

お
よ
び
そ
の
郡
市
会
長
、
ま
た
小
学
校
長
会
と
全
く
同
一
の
役
員
で

構
成
さ
れ
て
い
る
新
潟
県
小
学
校
教
育
研
究
会
の
理
事
（
ま
た
は
監

査
）
、
そ
れ
に
新
潟
県
教
職
員
厚
生
財
団
の
西
蒲
原
郡
の
支
部
長
な

ど
の
役
職
を
兼
務
し
て
お
り
、
ま
さ
に
西
蒲
原
郡
に
お
け
る
と
き
わ

会
の
利
権
支
配
の
中
枢
人
物
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
巻
北
小
学
校
は

閥
務
を
や
り
や
す
く
す
る
た
め
、
男
性
教
員
一
二
名
の
う
ち
、
新
採

用
の
一
名
を
の
ぞ
い
て
全
員
が
と
き
わ
会
員
で
占
め
ら
れ
て
い
る

「
と
き
わ
小
学
校
」
で
も
あ
る
。

さ
て
今
日
は
乙
の
巻
北
小
学
校
長
を
は
じ
め
、
西
蒲
・
燕
連
合
会

の
正
・
副
会
長
を
「
面
接
指
導
者
」
と
し
て
と
き
わ
会
員
の
異
動
希

望
を
聴
取
し
よ
う
と
い
う
日
で
あ
る
。
会
員
数
が
多
い
の
で
各
年
度

の
代
表
者
が
そ
の
年
度
の
と
き
わ
会
員
の
異
動
希
望
を
ま
と
め
て
、

あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
書
式
に
従
っ
て
記
入
さ
れ
た
調
書
を
持
参

し
て
や
っ
て
き
た
。
調
書
に
は
異
動
希
望
地
は
勿
論
、
と
き
わ
会
の

「
年
度
と
し
て
の
意
見
」
を
記
入
す
る
欄
も
あ
り
、
年
度
の
会
は
あ

た
か
も
江
戸
時
代
の
五
人
組
の
よ
う
に
相
互
監
視
と
派
閥
に
よ
る
上

か
ら
の
統
制
の
受
け
皿
の
役
割
を
果
し
て
い
る
。
ま
た
と
き
わ
会
員
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で
西
蒲
原
郡
や
燕
市
へ
の
転
入
希
望
者
に
つ
い
て
記
入
す
る
欄
も
あ

る
。
今
日
は
土
曜
日
で
あ
る
が
面
談
は
昼
前
か
ら
、
高
年
令
の
年
度

か
ら
順
に
は
じ
め
ら
れ
、
面
談
時
間
は
各
年
度
そ
れ
ぞ
れ
十
分
間
程

度
で
あ
っ
た
。

・
乙
の
よ
う
な
派
閥
に
よ
る
人
事
異
動
の
「
事
前
面
接
」
は
西
蒲
原

郡
の
と
き
わ
会
だ
け
で
な
く
、
派
閥
に
お
い
て
は
ほ
か
で
も
行
な
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
教
員
の
人
事
異
動
は
私
的
団
体
の
関
与
す
べ
き

も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
特
定
の
私
的
団
体
に
加
入
し
て
い
る
者
だ

け
を
対
象
と
し
て
利
益
誘
導
を
は
か
ろ
う
な
ど
と
い
う
乙
と
は
公
正

な
人
事
異
動
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
ふ
み
に
じ
る
も
の
で
あ
り
、
教

育
者
た
る
も
の
の
恥
ず
べ
き
行
為
で
あ
る
。
乙
乙
に
も
利
権
集
団
と

し
て
の
派
閥
の
本
質
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
（
つ
づ
く
）

※
第
8
表
・
第
9
表
は
次
頁
参
照
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l
概
要
報
告

「
親
と
教
師
は
手
を
つ
な
げ
る
か
」

十
一
月
三
目
、
新
潟
市
の
中
央
公
民
館
で
表
題
の
集
会
を
開

催
し
た
。
三

O
余
名
の
参
加
で
濃
い
内
容
で
終
っ
た
。

・
保
育
者
か
ら
幼
児
の
発
達
に
欠
か
せ
な
い
保
育
園
の
役
割
一

り
・
課
題
が
生
き
生
き
し
た
実
践
で
語
ら
れ
た
。
一

・
学
童
保
育
指
導
者
か
ら
は
、
遊
べ
な
い
子
、
語
り
が
け
対
応
一

の
で
き
な
い
子
が
多
い
中
で
、
楽
し
い
集
団
あ
そ
び
を
す
す
め
一

て

い

る

実

情

が

報

告

さ

れ

た

。

－

・
学
校
養
護
教
諭
か
ら
は
、
教
育
は
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
一

現
在
の
姿
か
ら
出
発
す
る
。
ど
の
子
に
も
の
び
る
可
能
性
が
一
一

ぱ
い
あ
る
。
親
と
教
師
が
手
を
結
ぶ
た
め
に
は
「
優
劣
主
義
」
一

の

克

服

が

必

要

と

：

：

：

。

一

・
育
成
協
〈
大
江
山
）
の
父
親
は
、
順
番
が
き
て
役
員
K
な一

り
、
地
域
の
子
ど
も
と
始
め
て
接
し
て
ピ
ッ
ク
り
し
た
と
と
＝
二

つ
（
略
）
。
乙
れ
は
大
変
と
、
親
、
学
校
、
地
域
み
ん
な
で
語
－

り
、
子
育
て
調
査
を
し
て
七
年
。
「
親
と
教
師
と
地
域
は
手
を
守

結
べ
る
」
と
実
践
を
経
た
力
強
い
発
言
が
あ
っ
た
。
一

「
お
や
乙
劇
場
」
「
弁
護
士
」
の
方
々
か
ら
は
、
豊
か
な
文
一

化
創
り
と
鑑
賞
活
動
の
大
切
さ
と
、
体
罰
を
含
む
学
校
に
お
け
一

る
子
ど
も
の
人
権
無
視
が
教
育
の
名
で
行
わ
れ
る
現
状
へ
の
指
一

摘

が

な

さ

れ

た

。

（

K

）

雪習同珊嶋岡』



第8表採用3年後の異動による上越市内への転入者（27才以下）の一覧
と派閥支配の実態

性 年
転任校 校長派閥 前 任 校

へき
校長派閥 本人派閥

jjlj 令 地

（小学校）

男 25 高田西小 公 孫 会 上越・春日小 公孫会 公孫会

，， 26 冨 岡 公 孫 会 柏崎・大洲小 公孫会 公孫会

，， 25 大 平日 公 孫 会 長岡・新組小 公孫会 公孫会

27 桑取小〈へ 1) 公 孫 会
十日町・

公孫会 公孫会，， 
十日町小

，， 25 直江津小 公 孫 会 燕・大関小 公 孫 会 公孫会

II 26 
飯小下正善寺分

公 孫 会 新潟・丸山小 公孫会 公孫会
校（準へ）

，， 26 春日新田小 公 孫 会 三島・網島小 公孫会 公孫会

，， 26 一 郷 公孫会 南魚・薮神小 公 孫 会 公孫会

女 23 谷 浜 公 孫 会 上越・大町小 公孫会

,I’ 25 桑取小〈へ1) 公 孫 会 長岡・富首亀小 公孫会

，， 25 高 志 公 孫 会 北魚・堀之内小 公孫会 公孫会

II 26 冨 岡 公 孫 会 中頭・川谷小 へ4 公孫会

，， 26 春 日 公 孫 会 中頭・杉野沢小 準へ 公 孫 会

，， 27 春 日 公 孫 会 南浦・信条小 検 友 会 公孫会

，， 27 稲 田 公 孫 会 北蒲・堀越小 ときわ会

（中学校〉

男 26 直江津中 公 孫 会 新潟・山の下中 公孫会 公孫会

女 26 春 日 中 公孫会 糸魚川・姫川中 へ1 公孫会 公孫会
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第9表西蒲原郡から転出した新採用 3年後の教員（27才以下）の転出先

ーー覧 (1986年）

年令 前任校（西部原郡） 転 任 校 へき地 本人派閥

（小学校・男性）

25 味 方・味 方 西 滞・升 潟 ときわ会

27 西 川・曽 4艮 新 潟・太夫浜 小 ときわ会

25 揚 東・潟東西小 ，， ・松 浜 ときわ会

25 I:と:I 囚・吉 回 ，， ・木 山 ときわ会

26 黒 埼・大 野 燕 ・燕 西

27 ，， ． ，， 見 附・問 井 ときわ会

27 分 水・分 水 西 頚・下名立 小

（小学校・女性）

27 弥彦養護 中 浦・亀田西小

25 月 潟・月 潟 燕 －小中川小

25 中 之口・中之口小 盛 栄・笹 山

25 左.... ま. 室・岩 室 新発田・五十公野小

24 黒 埼・山 回 五 泉・巣 本

25 巻 ・巻 北 東 滞・西 Jll "" 
25 分 水・分水北小 北 蒲・亀 代

26 中之口・ 中 之 口 小 II ・神 山

27 黒 埼・大 野 ，， ・駒 林

26 ，， ・仮 井 II ・中 ~』： 

26 ，， ・木 場 岩 船・長 津 準 "" 
25 分 水・分 水 ，， 継 "" 2 

26 味 方・味 方 ，， ・高 根 "" 
25 黒 埼・大 野 柏 崎・別 俣 特 地

25 巻 ・巻 南 北 魚・川 口

26 黒 埼・立 仏 十日町・赤 倉 "" 3 

（中学校・男性）

26 E= コ 凹・吉 回 中 新 潟・赤 塚 中 ときわ会

26 西 川・西 Jll 中 ，， ・内 野 中

25 味 方・味 方 中 II ． ，， 

26 分 水・分 水 中 一 条・大 崎 中 ときわ会

26 石..... 室・岩 室 中 五 泉・五 泉 中

25 西 川・西 Jll 中 東 蒲・上 JI I 中

25 黒 埼・黒 埼 中 南 魚・湯 沢 中

（中学校・女性）

24 巻 ・巻 西 中 一 条・大 崎 中

25 II ． ，， 新発田・東 中
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